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木下家住宅と普請帳に関する考察
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This is a study for restration to the origina1 p1an of 
Kinoshita's house based on the fie1d survay and the fushincho 
(documents of construction). Kinoshita's house was bui1t in 
ear1y 19th century. This house is one of advanced farmhouses 
be10ng to Echizen r Type， and is designated as a cu1tura1 
property by Katsuyama city because of its refined design and 
its good preservation. This study shows deve10pments of p1an 
and structure， the inf1uence from sukiya-sty1e and the method 
of construction of farmhouse in ear1y 19th century. 
はじめに
木下券男家は福井県勝山市北郷町伊
知地5-3にあって、代々甚右衛門を名
乗ってきた。木下家住宅は昭和 50年
(915)古民家として勝山市有形文化
財に指定された。福井県内には、市町
村が文化財として指定している民家は、
これをおいて他に無い。因に県指定文
化財としても、民家は今のところ皆無
である。民家の形式としては、いわゆ
る越前 E型に属しその間取りと外観は、
*建築学科
写真 1 木下家住宅の外鰻
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越前 E型として最も発達した段階を示している。つまり、 8畳 4室の床上部分をもち、さ
らに床白聞の背後に休息闘を設けている。そして、うまやとながしを角屋として拡張し、
この地方でいう「両そで造り Jとしている。一般に両角とも呼ばれるこの形式は、上層民
家の形式として越前地方に広く分布していたが、多くは既に失われてしまって、今では木
下家の他に 1、 2を残すだけとなってしまった。
木下家の価値はこれだけでも充分であろうが、当家には天保2年 0830の「家普誇一
切附立帳」を始め 6繰りの普請帳が保存されていて、当住宅の建立時期と成立事情を明ら
かにしていることが、その価値をさらに高めている。
こうしたことから、勝山市は木下家の価値を認めて文化財として指定したのであるが、
これまでは特に建築史的な調査は行われていなかった。かねてから木下家に関心を持って
いた筆者は、木下氏御自身と勝山市教育委員会の希望もあり、昭和58年(983)夏に調査
を行った。以下は、その調査結果の概要である。調査は筆者が中心となり、建築学科学生
3名の協力を得て実施した。調査には 2日を要し、図面作成の段階で若干の補足調査を行
った。また、普請帳の筆写は勝山市教育委員会と勝山市文化財保護委員会の御手をわずら
わした。ここに感謝申し上げる。
1 住宅の現況
(I) 配置
勝山市西部の北郷町を南滅する岩屋川は九頭龍川のー支擁である。当住宅の建つ上野は
元来伊知地村の技村で、岩屋川東岸の河岸段丘化した扇状原に立地する。近世の伊知地は
福井藩額から
勝山藩韻へと
推移し、貞享
3年(1686)以
降幕府直轄地
となった。
木下家の敷
地は甫に偉く、
北に高い緩い
傾斜地にあり、
東を通る遭は
集落を貫いて
岩屋へ至る。
自の高さない 図 1 配置図
し腰の高さほどの土塁で屋敷を守っている。南隣の
屋敷は当屋敷より一段低く、西は高い崖となって、
その下を岩屋川が流れる。
屋敷の広さは 700坪ほどもあり、住宅は敷地の
北西よりに南面して建つ。母屋の右に 15坪ばかり
の瓦葺きの離れを新築して、主人夫婦の生活は主に
そこで営まれている。屋敷の南東に近い入口の左脇
には、東面を吹き放ちとした瓦葺きの納屋が建つ。
母屋の南西前にはかつて土蔵が建っていたが、今は
礎石を残すのみである 新築の離れの南は花や野菜
の畑とし、草むらの中に柿 掴 欝 %
や栗、松、杉などの樹木が
点在する。主屋の東には禅
や銀杏、桜、楓、椿などの
樹木が欝蒼と茂り座敷の前
には機が大きく枝を広げて
庭園の面影をとどめている。
屋敷の北辺と西の崖際には
杉や禅、槍などの高木が並
んで季節風を遮っている。
(2) 外観
写真 2 破風の装飾
'、， . 
両角の茅葺き屋根は、軒 写真 3 正面外観
を出桁造りとし、間口 8間
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の正面は豪壮である。主棟は中央よりやや右に寄っているため非対称である。主棟の破風
口は、この地方の例にもれず、前方にやや転んでおおい被さるように作られている。そし
て、木連格子の頂きには懸魚を飾り、破風板の外側は黒い茅と白い茅とで、草書の「水」
の字など独特の模様を巧みに葺き込んでいる。右の角屋の破風口は、木連格子の代わりに
「水」の字をくり抜いた竪板羽田とする。また、背面と左の角屋の破風口には何も入れず、
穴を空けたままである。
棟は茅東を並べた上を杉皮で被い、丸竹 5本で押さえている。
正面の壁は立ちが高く、内法に平物を過して、その上を土壁とし、下を戸袋としての板
壁、あるいは腰張りとしての鎧下見とする。いろりの前の腰高障子は桟が竪繁であるため、
これを閉ざすと関口部を殆ど感じさせない閉鎮的な外観となる。厩を含む左の角屋は、外
壁を殆ど土壁として閉ざし背後の小室にのみ小窓を聞け、出入り口を設ける。右の角屋は、
側面に障子と板戸を戸袋に引き込む古風な関口部を設け、背面は障子に雨戸を立てるなど
開放的である。
床上部分の両側面は、縁側の外に一本引きの雨戸を立て込む一般的なものである.雨戸
の上には欄聞に障子を骸め殺し、東の座敷側の軒は、正面と同様出桁造りとする。
背面は、休息聞をガラス戸、および障子に南戸とし仏壇の後ろを板戸の帳め殺しとする.
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(3) 間取り
にわを含むおいえは 4
間四方あって主屋の前半
分を占め、その奥に出の
問、仏問、中の問、座敷
の八畳 4室を田の字型に
配する。ただし、中の間
と出の聞には現在畳を敷
いていない。これら 4室
や
の両側には半間幅の縁側
を通す。しかし、縁側は
どちらも真中で竪舞良戸
によって仕切られ、奥、
すなわち座敷と仏聞に沿
った部分は長押を回す。
長押は仏間と座敷にも打
たれており、両室境には
源氏襖を立て、彫刻欄闘
を飾っている。付書院の
脇は 9尺の柱聞に 2本の
障子を引き違いとして、
のびのびとした意匠にしている。
っそれたよ るぬり
伺圃・・曲、
図2 現状平面図
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奥行きの浅い床の聞の背後に、 4
畳の休息聞を設け、縁側の突き当
たりの休息聞の入口脇には、大d、
それぞれの上便所を備えている。
仏聞の奥の仏壇を置いた部屋は、
床の間と休息聞を加え、さらに組
側の延長部分をも取り込んだ広さ
を l室として、奥に仏壇を飾り手
前に変形畳4枚を最く。つまり、
この部屋の中だけで仏壇を拝める
ようになっていて、実は、この部
屋をこそ仏間と呼ぶべきなのかもしれない。
おいえは板張りで、右手前に大きないろりを切り、上にあまを吊るす。炉縁はながしに
写真 4 仏壇
近い下手をのみ右回りの追い回しに納め、他の 3方は留めとする。あまは比較的華審な造
りで、それを吊る綱も特に太い物ではない。いろりとにわの聞には、竪板張の仕切りを立
て、それに続いて障子を片引きとする。仕切りのいろり倒には薪置き場を設け、仕切りに
打った桟には鎌ゃがんどう、繊(まさかり)などが挟み込んである。仕切りのにわ側には
梯子が立ててあって、っ
しに登ることができる。
にわ白左寄りには大き
な石が敷き詰めてあるの
が目を引く。入口の大戸
には小さな板戸と障子が
立て込んであって、障子
と板戸をそれぞれ戸裳に
引き込む形式とは異なる。
にわの左にある厩は、
後に他の用途に使われて
いたらしく、人口脇の柱
を被いて帯戸を立て、床
も埋めて、後方に拡聾さ
れている。厩後方の小室
は米かち場などとして用
いられた。
おいえの右には前方に
8畳大のながし、後方に
8畳のへやがある。これ
ら両室と厩白上、さらに
座敷の手前の納戸の上に
は中 2階が設げである。
建築面積は 20 8 rf、
約 63坪である。
何) 架構
おいえの架構は、まず
前後に、つまり桁行に太
い丑棄を渡し、次にこれ
に直斐して梁行の梁を乗
せる。これは越前 E型特
有白梁架構である。
4間四方のおいえの四
隅と、四辺の申央に立つ
201 
?????
???
十六
??????? ?????
五
四
っそれたよかわをるぬりちとへはにはろい
図3 架構図
それたよかわをるぬりちとへほにはろい
5. 
図4 葉行断面図(おいえ部分)
樽の太い柱は、互いに平
物で結ばれ、平物の上は太い東を内法より高く立ち上げて 3本の化桂貫で固め、装束を形
づくる。福井県嶺北地方で「中柱」と呼ばれるおいえ白奥中央白柱{ぬ一九)は、これら
の申でも特に太く 295..x290..あり、面取りの幅も 15..と広い.
この中柱と、右側奥の隅柱(へ一九)および右側中央白柱(へ一五)は上屋桁まで伸び
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ており、他の柱は下屋桁の高さで
止まり、下屋柱は敷梁を、上屋柱
は直接上屋桁を受ける。つまり梁
と桁の関係は上屋に関してのみ、
折置でなく京国組とする。この柱
聞が 4間であるのに対し、上屋梁
は3間半である。それは右側も半
間後退した位置(わ通り)に厳梁
を渡しているが、これは前方(二
通り)の敷梁の末近く(と一二)
を助けるとともに水平構面を固め
る役割を担っているだけで、上屋の荷重を受けてい
るわけではなく非対称である。この点が他の多くの
おいえの架構とは異なっている。中の間と出の間部
分の架構はおいえの架構の延長とほぼ考えてよいが、
納戸の上には中 2階を設けているため、また、おい
えのように梁行の敷梁の末を補強する必要もないた
め、桁行の敷梁は省略されている。座敷と仏間では
平物を渡さず、桁や胴差から鴨居を吊っている。ま
た、出の問、仏間境(十三通り)の上屋梁から仏間
背面通り(十七通り)の胴差に斜めに渡した小棄に、
仏間と座般の中央(十五通り)にさらに梁行きの梁
を渡すなど、変わった架構も見られる。いずれにし
ても、この部分の架構は樟縁天井で隠されてしまう
ため、棟梁が間取りに応じて個々の民家特有の架構
写真 5 いろり
法を工夫しているようである。 写真 6 にわの架構と大戸
仏問、出の間側の縁桁(よ通り)の下には、前後と
も2聞の虹棄を渡して桁を補強している。座敷側では縁桁の上に繋梁を渡してそのまま腕
木として伸ばし、正面などと同様、出桁造りとして軒を深くしている.このことが実は、
前に述べたおいえの架構の非対称性と関係がありそうである。
左右の角屋部分は上屋下屋の別なく、主屋の下屋桁の高さで桁を回している.
奴首はこの地方の例に漏れず、原則として桁に刺しである。主屋の奴首は上屋桁に、角
屋の奴首は倒桁に刺す。角屋の棟は主屋の棟より低いが、その高さは左右の角屋で異なる.
その理由は左右の角屋の叢聞が異なるからである.しかし、左の角屋の棟木が水平である
のに対し、右の角屋の棟木は主屋の横木に向かつて勾配をつけて登っているが、その理由
は不明である.
主屋の棟木の位置は、主屋の架橋の非対称性のために中柱より若干右にずれている.ま
た、復原すると右の角屋は桁行が 1間半となり、左の角屋より半間短いため、右の角屋の
棟は長さが一層短くなり、これらが屋根の外観の非対称性の原因となっている.片方の角
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写真 7 座敷の意匠
1 
0.5 1・
図 5 矩計図(座敷部)
を7尺と 5尺に分ける。径はやはり 4すである。床の奥行きは浅く 2尺の板床で、聾付壁
とする。脇には天袋と遭い棚を設け、神くぐりで床と通ずる。付書院は高さが8す5分(2
58圃)、出が l尺 2す(364圃)、幅が 5尺0，515..)で竪繁障子を 4本立て、欄聞は相生
?????
?
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の松に翁と姐揺を配した高砂の透し彫りであ
る。
~ 
?? ? ? 、 ィ
座敷の意匠は、全体に正統的でありながら、
動きとのびのびとした明るさに満ちており、
細部にも破綻がない。
座厳、中の間側の縁は樽縁とし、仏問、出
の間側の縁は切目縁として、どちらも外側に
敷鴨居を入れて畳を敷くことが出来るように
なっている。座敷の縁の外にはさらに濡縁を
叢る。
鴨居は原則として付樋端を用いず、直接溝
を突いた新しい技法によっている。仏間など
の縁境も中央に柱を立てるなどしないで、
/ 
・ー・・皿腔宗明
2 
ここにも特に古風さ聞の持ちはなしである。
は感じられない。
「家普請一切附立帳」表紙
材料備腕園D 数量仏工) 価格 % 支払時期
木代 15 415匁白子 11.4 1824-1835 
板代保〉 17匁 3分 5厘 0.5 
木挽 316. 476. 2. 5. 13.1 1833-18a 
いわへ(視船 32. 0.9 
大工 部7.5 135. 31.2 1835-1&% 
大工 41.5 70. 1.9 18お
伏工 θヨヰ) 回 (1団.) ーーーー 1在自〕
大工与内 印. 1.6 18沼
釘代等 71. 6. 5. 2.0 18a 
壁判t 29.5 49. 9. 1.4 18a 
桶屋 8 12. 0.3 18沼
こわち立前 含む与内 270. 7.4 
建具(含与内) 必本 お5. 8. 5. 15.5 18a-1839 
天井等 含む大工手間 403. 3. 11.1 18沼-18泊
長押 3). 0.8 18沼
その他 32. 9. 5. 0.9 1邸 -1邸
縦十 お42匁 1分 5理 l∞ 1824--1悶
写真 8資料
普請帳
木下家には天保 2年(831)の
を始め、全 6綴りの普請関係文
である。
安政 2年(855)の「出家普請五
書が保存されている。その中で
(資料1)
綴りは、いずれも当住宅に闘す
(資料2)と同
長貰帳」と天保 13年(842)の
は前記の他天保 6年(835)の「
および天保 7年(836)の「家普
るものと、考えられる。それら
「家普請一切附立帳」の記述
は文政 7年(824)4月から天保
(資料3)
「蔵普請一切付立帳」を除く 4
1 0年(839)1 2月までに渡っ
ており、必ずしも廟を追ってい
(資料4)の 3綴り
「家普請一切附立帳」
年の「家普請酒覚帳」
家普請飯米覚帳J
請五長覚帳」
(1) 
2 
「家笥膏一切付立帳」による費目別工事費表
ないことから、後で整理して書
」ーき直したことも考えられる。
こで私達は、材料の調達から雑作の完成まで、実に 16年
の長きに渡っていることに驚かざるを得ない。
文政 7年には樽 3本を買っただけだが、天保 2年から本
格的に材料を買い求め、同 4年からは木挽を雇い、同 6年
から 9年にかけて、この工事の棟梁を務めたと考えられる
示平寺の大工源左衛門に工貨を支払っている。ここで源左
衛門に対して特に梯を付けて記述していることに注目した
い。これは棟梁であるということにおいてのみ敬意を払っ
たものなのか、それとも永平寺大工としての特権がそうさ
せたものなのか興味を引かれるところである。
このように当帳は材料の調達と、職人への支払いの記掃
が主となっている。それらのいくつかを列挙してみると、
樽 9本、松 23本、杉 3本、杉板 4問、松極 1枚、なけし
打、 2す釘 3把、古家こはち、新家立前、南戸 13本、障
子 6本、から紙 l本、大障子 2本、まへら戸、帯戸 12本、
ふすま、らんま障子、杉木天上さを、うるし 3合、油 3告
などが見える。これらから、少なくとも 9本の樺の柱を使
ったこと、長押を打ったこと、樟縁天井を張った部屋が作
られたこと、舞良戸が使われたこと、帯戸が多用されたこ
と、雨戸が 13本以上使われたことの他、木部の色付けに
漆や油を使ったことが分かる。大障子 2本とは、座敷の縁
側境の障子を指すものと考えられる。
これらの記述から、この普請帳は現住宅の普請にかかる
ものとみて差支えないであろう。
表 1は「家普請一切附立帳」によって、費目別に数量あ
るいは人工と、その価格あるいは賃金を一覧表にしたもの
である。総計の 3貫 642匁は、この工事に携わった大工
の日当に換算して 1. 8 2 1人分に相当する。現在の大工
の日当を 15.000円として、今日、木下家を建築する
とすれば、その工事費は 2. 7 3 2万円ということになる。
工事費を輩出する目安となるものとして、同普請帳からそ
の単価を知ることのできる酒を採り上げてみよう。酒 1升
が 1匁 2分 5厘だから、総計は 30石 3斗5升に相当する。
現在の清酒の価格を 1升 1. 5 0 0円として、工事費は 4
5 5万円にしかならないが、これはむしろ当時の酒の価格
が如何に高かったかを示すものと考えた方がよかろう。大
工の手間賃に約 40%、さらに木挽や左官などを含めると、
職人たちへの支払いが 60%を超える点などから、現在の
工事費との比較は前者の方が妥当であろう。
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年/月 米の数量
l1E蹴E/1709 春・ 祝26.王28手3B.••  十45升
惣〆 白石ギ十野十
宅2 i家普請飯米覚帳」より
年/月/日 酒の数量仔十)
12 
〆 7斗8升6合沼匁2分5厘
31964  25•• • •5 8 5 5 
.6 5 
4. •• 5 
43 •• 
〆1石佐十 2升 8合 171匁討す2厘
18お15-6 10.3 
〆 1斗 3合 14匁 4分4理
1836/78// ー
9/110 6 6 1 8041..5  5 3 
〆 1斗百十8合
惣〆 2石2斗3升8合
表3 i家普請酒覚帳」より
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「家普請飯米覚帳」と「家普請酒覚帳」は普請中に要した米
と酒の記録である。普請中の米や酒の消費動向を整理してみた
のが、表 2と表 3である。消費の大小は、雇った職人や手伝い
の多少に比例していると考えることが出来るであろう。天保 7
年(836)の春にこれらの消費が集中しているのは、 「家普請酒
覚帳」の中にも明記されているように、この時期に建前を行っ
ているからである。普請中に消費した米は合計 12石 4斗9升
ということになるが、ここに記掃されているのは全普請期間中、
木作りから建前を経て住宅の聾の大略が出来上がるまでの I年
余に過ぎない。これは主に木挽と大工の賄に用いられたと考え
られる。これは酒についても同様である。この間に消費され?
酒は締めて 2石 2斗 3升 8合で、天保 6年は l升が l匁 2分 5
理、同 7年には 1匁 4分になったとして、 302匁 5分3麗を
祝いの金品 数量
L:一=:-------.L 一一一
表4， r家普請五長賞耀Jより
費やしている。酒はこのほかにも祝いとして貰ったものがあり、その量は 6斗4升 5合で
あることを、 「家普請五長覚帳」から知ることができる。それらを合計すると 2石 8斗8
升 3合となる。
「家普請五長覚帳」は村内や他村の知人や親戚から貰った祝いの金品の記録である。こ
れには銀や酒、醤油、米、藁、縄、麻木、萱、乃へふくなどが見られる。 rのえぷく Jと
は「縫い木」の意と考えられ、屋根茅を葺く際に、茅の東を押さえつけて「くだり J (垂
木)に結わえつけるために横に捜す雑木または竹のことである。五長は午丁とも書き、一
般に民家における新築祝いを指し、酒、肴、赤飯、餅類で大工、親類、近隣の人を招いて
振る舞うこととされているが、ここでは単に祝いの意で使われているようである。 ※1 
(2) 修験者の日記より
当住宅の直接の資料ではないが、 「日本庶民生活史料集成」の中に興味をそそられる部
分があるので紹介しておく。それは「日本九時俸行日記Jといって、九州日向左土原の泉
光院に住まいした野田成亮の筆になるものである。野田成亮は宝暦 6年(756)に生まれ、
天保 6年(835)に没している。左土原藩主島津氏に修験をもって仕え、禄 50石を給され
ていた。累世藩主の代参として大峰に入峰し、文化 9年(812)9月から 6年 2ヵ月を費や
して、九州、山陰、北陸、中部、関東、奥羽、関東、東海、熊野と托鉢による無銭旅行を
して困った。これはその時の記録である。九峰とは英彦山、石槌山、箕面山、金剛山、大
峰山、熊野山、富士山、羽黒山、場股山を指している。
福井県には、文化 11年(814)8月 17日から 9月 2日にかけて高浜から敦賀までを旅
し、文化 12年(815)6月 15日には木之本から今庄へ入り、 7月 25日には吉崎から加
賀へ抜けている。この間 6月 20日から 22日にかけて、現在の勝山市探谷の蔵兵膏なる
家を拠点にして牛首、一ノ瀬を経て白山に詣でている。 6月 25日には上野村の岩蔵なる
家に厄介になっている。この日の項を次に引用してみる。 ※2 
「・・・豪家の百姓述書院迄あり、庭は築山泉水、家内は上下十三人計りの由、上
坐に請し種々馳走あり。嘗園は百姓家に八間梁に十二三間計りの家作多し。然れど
も戸口は二っか三つ計り、其内一つ大戸口の出入あり、座は皆土聞にて床は六畳敷
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計り、上みの間にあり、圧屋等も同じ。惣じて大戸口入口左右の内、一方は馬屋一
方は小便所、其夜直ちに料理場、風呂あり、土間敷物は藁蓮也。又一向宗計りにて、
上み梯聞は美しき事なり。」
2 6日は次の様である。
「上野村滞在。岩蔵親は昔、五右衛門と云ふ。 ・・書院普請方甚だ念を入れたる作事
也。」
7月2日にも再び弥五右指門宅に泊まっている。
「上野村弥五衛門方へ行く。 ・・・然る所、庭崩れたる故石遣い少し直し呉れ候様
申すに付、仕掛けたる感、築山農水故に甚だ六世敷くなり両日掛る。」
ここには、諸国を行脚して庶民の生活に触れた野田成亮の目に止まった上野村の民家の
様子が生き生きと描かれている。家屋の規模については若干疑問が残るが、この木下家住
宅以前に、既に書院を備えた座敷を構え、築山農水を築いていたこと、また、おいえは土
聞に蓮を敷き、関口部は大戸口と馬屋の入口だけの閉蹟的なものだったことが分かる.組
模についても、側通りの柱間隔、つまり半聞を l間と数えたと考えれば納得がいく.この
資料から分かることは、書院嵐の座敷や築山に閲する限り、木下家住宅が上野村に突如と
して現れた特異な住宅では必ずしもなかったということである。文化文政時代になると、
方々で立派な民家が建てられるようになったことが知られている。上層民家に書院風の座
敷を設けるようになったのもこの頃である。今立町八石にあった蓑輪又兵荷家に座敷が増
築されたのも文化6年(1809)のことであった。この地方でも、 19世紀に入ったばかりの
この頃は、民家の修理、増築、建て替えが盛んに行われて、規模の増大と質の向上が計ら
れたに遣いない。木下家住宅は、そうした成果を充分に取り入れて新築された、いわばこ
の地方の民家の完成された形式をもっていたと考えてよいであろう。
ここに出てくる岩蔵あるいは弥五右指門の名は、残念ながら木下家の各普請帳からは見
出すことができなかった。
(3) 木下房子米寿祝賀随筆集より
もうひとつ、鎌倉市在住の木下房子氏の米寿祝賀随筆集(983)に収められた「好きな老
木」からも明治後半期の木下家の屋敷の様子を知ることができる。木下房子氏は現当主木
下泰男氏の叔母にあたり、明治29年(1896)1月当住宅で生まれた。
「・・福井師範在学中夏休みなどの帰りの電車の窓から、九頭竜川を隔ててー里程
の山際近い処に、大きい茅屋根が其の木の聞からーす覇を出しているのが見えてく
ると、胸がわくわくしてもう家に帰った様な思いに駈られた。是等の木々に迎えら
れて帰路につく懐かしさは生涯の思い出である。」 ※3 
と、杉や禅の大木のこと、甘い柿の木のこと、村の枝打ち名人のことなどとともに記され
ている。 随筆集の結びからは、房子氏の父に当たる人の人となりを窺うこともできる。
3 復原と年代推定
(1) 形式と復原
入母屋造りの平屋で、屋根は茅葺きである。人口は妻入りで、おいえの一部に残された
土聞に入る。両袖を付しているため、一見平入りとみまごうこともあろう。
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士聞と一体化した広いおい
E 口
えの奥に床上部分を配する間 ト1届lJ 十九取りは、いわゆる越前 H型に 十八-r-L~ とこ 十七属するものである。前にも述 iflE 十六ベた通り、おいえの架構法や 十五
角屋の付き万も越前 H型の特 十四
徴を示している。 φ!EH: 十三部材に残された痕跡によって間取りを橿原してみると図 十一
6のようになる。すなわち廊 十
i¥ 
の背後の小室は無くなり、厩 トー一 一
トー
も縮小される。ながしとその
J¥ 
一一一 へや 七
奥の室は、それぞれ半間規模
ムノ、
が縮小される。これらの関口 五
にわ ご三三だいLどこ-ろ ⑨ 部はいまよりずっと閉鎖的に
目主ゴrn
阿
なろう。にわ、つまりおいえ うまや
の土間の部分は今よりかなり
広く、後ろの関口部には、た
それたよかわをるぬ りるとへ 1 にはろ
ぷん腰高の桟の込んだ障子が 。 2 3 4 5m 
2本立てられていたであろう。 図 6 復原平面図
大戸の戸袋の背後には便所と
風自が設けてあった。休息聞の背面は障子と雨戸に揃えられる。
このように、復原しでもさして大きな変化は無く、越前 E型としての特徴を一層際立た
せるばかりである。建築面積は 19 5 rf、約 59坪となる。
なお、室名と復原平面図には 1985年 8月の屋恨修理中の調査に基づく見解も加筆した。
(2) 年代
古民家の建築年代は、多くの場合明確な資料を欠き、その形式としての特徴を類研;~と比
較することによって、おおよその年代を推定せざるをえないことが多い。当住宅の場合は
前に述べたように幸い多くの普請文書を保存しており、それが遺構とも一致するため、建
築年代の確定は容易である。
木下家住宅は文政 7年(824)から材料の調達を始め、天保 7年(836)の春に建前をし、
天保 10年(839)には建具も揃ってほぼ完成をみた。今から 146年を湖る時のことであ
円つ ，-。
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